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足 立 区 千 住 一 丁 目50

( 882) 1111

第二 庁 舎　( 889) 6161

人口面積( 54. 9. 1)
世 帯　208, 211

人 口　626, 838

男　317, 379
女　309, 459

面積　53. 25km2
人口密度　11, 780人/ km2

ブ

ロ

ッ
ク

塀

は
安

全

で

す

か

危
険
は
な
い
か

い
ま
一
度
点
検
を

見
た
め
に
は
頑
丈
そ
う
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
、
地
震
で
は
た
ち
ま
ち
凶
器

に
一
変
、
尊
い
生
命
を
奪
い
、
倒
壊
が
避
難
路
を
ふ
さ
ぐ
な
ど
防
災
上
で

も
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。皆
さ
ん
も
被
害
に
あ
う
ま
え
に
、

我
が
家
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
一
度
危
険
は
な
い
か
調
べ
て
み
ま
せ
ん
か
‘

昨
年
六
月
に
発
生
し
た
宮
城
県
沖

地
震
は
、
ま
だ
皆
さ
ん
の
記
憶
に
新

ら
し
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
市
街
地
を
直
撃
し

た
地
震
は
、
数
多
く
の
教
馴
を
残
し

ま
し
た
。

そ
の
中
で
ブ
ロ
・
ク
癬
の
倒
壊
に

よ
る
事
故
で
、
十
数
名
の
死
者
を
だ

し
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
、
特
に
幼
い

子
ど
も
の
儀
牲
が
目
だ
ち
ま
し
た
。

戸
外
で
遊
ん
で
い
た
子
ど
も
達

は
、
地
震
と
同
時
に
本
能
的
に
一
見

丈
夫
そ
う
な
ブ
ロ
'
ク
搆
に
寄
り
添

う
よ
う
に
避
難
し
た
り
、
揺
れ
勵
く

大
地
に
立
っ
て
い
ら
れ
ず
、
し
や
が

み
こ
ん
だ
子
ど
も
の
頭
上
に
、
ぴ
″

う
ぷ
が
倒
れ
る
よ
う
に
ブ
ロ
y
ク
搆

が
襲
い
か
か
り
、
幼
い
生
命
を
奪
っ

た
も
の
で
す
。

倒
壊
の

主
な
原
因

ブ
ロ
'
ク
癬
は
工
法
も
簡
単
で
、

空
閖
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
プ
ロ
'
ク
を

モ
ル
タ
ル
で
接
着
固
定
さ
せ
て
積
み

重
ね
て
作
る
安
易
な
も
の
で
、
こ
の

方
法
は
比
較
的
に
安
価
で
、
か
つ
板

癬
や
生
垣
等
に
比
べ
維
持
管
理
の
手

間
が
少
な
い
こ
と
か
ら
広
く
普
及
、

住
宅
造
り
に
多
く
採
用
さ
れ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

構
造
が
単
純
で
、
た
や
す
く
迪
れ

る
と
い
う
安
易
さ
か
欠
陥
を
生
じ
た

原
因
と
い
え
ま
す
。

過
去
、
多
く
の
地
震
の
被
害
例
を

み
て
も
、
人
命
に
及
ぼ
す
危
険
性
は

人
口
密
度
の
高
い
市
街
地
ほ
ど
大
き

く
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
。
搆
の
倒
壊
が
避
難
路
を
ふ

さ
き
、防
災
上
も
大
き
な
問
題
で
す
。

実
態
調
査
を

実

施

区
で
は
先
の
宮
城
県
沖
地
震
の
教

訓
を
生
か
し
、
新
し
く
作
る
獅
に
つ

い
て
は
建
築
確
認
申
請
の
時
に
、
施

エ
方
法
に
つ
い
て
の
指
導
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
既
存
の
ブ
ロ
'
ク
誹
に

つ
い
て
は
お
も
う
に
ま
か
せ
な
い
の

が
実
情
で
し
た
。

こ
の
た
ぴ
、
区
の
呼
び
か
け
に
応

え
て
、
東
京
都
建
築
士
事
務
所
協
会

足
立
支
部
で
は
、
区
内
の
建
築
物
の

過
密
地
域
を
重
点
に
し
て
、
ブ
ロ
。

ク
搆
の
実
態
調
査
を
夷
施
し
ま
し

た
。調

査
は
、
建
物
密
集
地
域
の
千
住

地
区
、
梅
田
・
足
立
地
区
、
本
木
・

関
原
地
区
の
約
三
百
三
十
ヘ
ク
ター

ル
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

調
査
の
対
象
は
、
ブ
ロ
。ク
擣
の

高
さ
が
I
・
五
M
以
上
の
も
の
で
、

▽
傾
斜
し
て
い
る

▽
不
同
沈
下
し

て
い
る

▽
き
れ
つ
し
て
い
る

▽

笠
木
等
に
す
れ
や
破
損
し
て
い
る
も

の
を
基
準
に
、
基
礎
の
有
無
や
鉄
筋

の
有
無
な
ど
、
千
六
百
五
十
五
ヵ
所

を
調
査
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
調
査
対
象
の
ほ
と
ん

ど
に
何
ら
か
の
欠
陥
が
あ
り
、
そ
の

う
ち
七
百
九ヵ
所
(
全
体
の
四
十
三

パ
ー
セ
ン
ト
)
が
、
危
険
な
ブ
ロ
。

ク
誹
と
し
て
指
摘
さ
れ
、
建
築
基
準

法
の
規
定
に
も
ほ
と
ん
ど
の
ブ
ロ
。

ク
塀
が
適
合
し
て
い
な
と
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
お
宅
の

塀
は
大
丈
夫
で
す
か

先
に
述
べ
た
と
お
り
、
宮
城
県
沖

地
震
で
は
尊
い
生
命
が
ブ
ロ
'
ク
擲

等
の
倒
壊
で
失
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

も
し
、
こ
れ
が
皆
さ
ん
の
お
住
い

に
な
っ
て
い
る
場
所
で
被
害
が
起
き

た
と
し
た
ら
…
…

実
態
調
査
の
結
果
で
も
、
区
内
に

は
危
険
な
ブ
ロ
y
ク
搆
が
数
多
く
存

在
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。

そ
こ
で
、
ブ
ロ
y
ク
癬
の
あ
る
方

は
ご
自
分
で
先
ず
点
検
を
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

簡
単
な

点
検
方
法

○
基
礎
の
大
き
さ
、
形
状
は
大
丈
夫

だ
ろ
う
か

○
縦
・
横
筋
が
正
し
く
は
い
っ
て
い

る
だ
ろ
う
か

○
ブ
ロ
y
ク
の
継
目
に
、
コ
ン
ク
リ

-
卜
が
入
れ
て
あ
る
だ
ろ
う
か

○
控
箜
(
箜
の
さ
さ
え
)
が
あ
る
だ

ろ
う
か

○
搆
を
播
さ
ぶ
る
と
、
ぐ
ら
つ
き
が

な
い
だ
ろ
う
か

○
塀
が
傾
い
て
い
な
い
だ
ろ
う
か

も
し
も
以
上
の
よ
う
な
不
良
佃
所

が
確
認
さ
れ
た
と
き
は
、
専
門
の
業

者
と
相
談
し
、補
修
や
補
強
で
直
る
も

の
は
手
当
を
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

補
強
等
の
困
難
な
も
の
は
取
り
こ

わ
し
て
、
建
築
基
準
法
の
規
定
に
合

っ
た
塀
に
造
り
直
す
こ
と
が
効
果
的

で
す
が
、
全
般
的
に
補
強
す
る
と
き

は
、
建
設
省
の
推
せ
ん
す
る
補
強
方

法
も
あ
り
ま
す
。
お
た
ず
ね
く
だ
さ

い
。こ

れ
か
。ら
、
新
し
く
造
る
時
は
、

ブ
ロ
'
ク
楙
や
大
谷
石
塀
、
レ
ン
ガ

塀
に
比
べ
、
生
垣
や
フ
ェ
ン
ス
が
安

全
な
塀
と
い
え
ま
す
。

ま
た
、
や
む
を
得
ず
ブ
ロ
ッ
ク
搆

を
造
る
時
は
、
業
者
や
区
建
築
部
に

あ
ら
か
じ
め
相
談
し
、
危
険
の
な
い

安
全
な
塀
に
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
ブ
ロ
ッ
ク

塀
を
つ
く
る
と
き

生
垣
や
フ
ェ
ン
ス
に
す
る
の
が
望

ま
し
い
こ
と
で
す
が
、
ブ
ロ
ッ
ク
搆

に
す
る
と
き
に
は
次
の
よ
う
な
こ
と

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

○
通
路
に
面
し
た
ブ
ロ
'
ク
搆
の
厚

さ
は
十
ニ
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
に
す
る

○
擲
は
建
物
か
ら
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以

上
離
す
。

○
ブ
ロ
y
ク
搆
の
中
に
鉄
製
の
フ
ェ

ン
ス
な
ど
を
取
り
つ
け
な
い

○
搆
で
土
留
の
役
目
を
し
な
い

以
上
の
こ
と
を
注
意
し
な
が
ら
、

安
全
な
搆
に
し
、
ま
さ
か
の
時
に
も

安
心
し
て
避
難
で
き
る
街
づ
く
り
の

た
め
に
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

相
談
・
問
合
せ
先
　
建
築
指
導
課

宮城県沖地震では、 ブロック 塀の
倒壊で幼い生命が奪われています

望ましいブロック塀

すずかけ
今
年
も
区
内
(

ヵ
所
で
移
動

応
接
室
を
開
催

し
ま
し
た
。
残

昜
き
ぴ
し
い
折

り
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
延
四
二

九
名
の
方
が
会
場
に
お
い
で
に
な

り
、
貴
重
な
ご
意
見
・
率
直
な
ご

批
判
、
あ
る
い
は
期
待
の
お
言
葉

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
お
伺
い
し
ま
し

た
こ
と
は
、
十
分
実
現
に
努
力
す

る
こ
と
を
お
約
東
い
た
し
ま
す
。

会
場
で
は
特
に
防
災
が
話
題
の

中
心
で
し
た
。・
私
は
大
地
震
で
は

初
期
消
火
と
流
言
飛
語
の
防
止
が

最
も
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

予
知
情
報
を
含
め
て
、
正
確
な
情

報
の
提
供
は
、
行
政
側
の
重
大
な

役
剖
で
す
。
区
内
各
小
・
中
学
校

九
十
四
校
に
ス
ピ
ー
カ
ー
を
設
置

し
、
区
本
庁
舎
か
ら
防
災
無
線
で

同
時
に
放
送
で
き
る
よ
う
に
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。
災
害
発
生
時

に
、区
民
の
皆
さ
ま
の
避
難
誘
導
、

災
害
情
報
の
周
知
等
に
つ
い
て
一

段
と
効
果
的
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
被
害
を
最
少
限
に
く
い

と
め
る
の
は
、
地
域
ぐ
る
み
の
防

災
卮
勳
に
よ
る
初
期
消
火
こ
そ
大

切
で
す

。
災
害
に
強
い
町
づ
く
り

に
ご
協
力
を
お
顔
い
し
ま
す
。

足
立
区
長

長
谷
川

久
勇

お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

十
月
十
四
日
か
ら
二
十
日
は
、

行
政
相
談
週
間
で
す
。

国
の
仕
事
で
納
得
で
き
な
い
、

ど
う
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
、

こ
う
し
て
欲
し
い
と
思
う
こ
と
な

ど
を
、
行
政
相
談
委
員
が
お
う
か

が
い
し
ま
す
。

相
談
は
、
登
記
・
戸
籍
・
許
認

可
・
労
働
・
道
路
な
ど
で
す
が
、

あ
ら
か
じ
め
郵
便
や
電
話
で
内
容

を
申
し
出
ら
れ
て
も
結
構
で
す
。

相
談
日
▼
十
六
日
(
火
)
　
区

第
二
庁
舎
会
議
室
　
▼
十
九
日

(
金
)
　
区
役
所
一
階
第
一
会

嶬
室
午
後
一
時
?
四
時

ま
た
、区
で
も
毎
月
第
二
金
曜

日
、午
後
一
時
?
四
時
ま
で
定
例

的
に
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、
十
九

日
は
人
権
身
の
上
相
映
日
で
す
の

で
、
同
時
に
実
施
し
ま
す
。
あ
わ

せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
区
民
相
談
室

10月1 日から

区の施設になりました
―勤労福祉会館・内職補導所―

東
京
都
か
ら
次
の
施
段
が
移
管
さ
れ

ま
し
た
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

足
立
区
勤
労
福
祉
会
館
(
中
央
本
町
一
?

一
七
?
一
　
　
(
四
〇
-
二
五
二

五
)
・・・
主
と
し
て

、
中
小
企
業
に
勳

く
方
の
文
化
・
教
養
及
び
福
祉
向
上

を
は
か
る
た
め
の
施
設
で
す

。
会
議

室
・
図
書
室
・
卓
球
室
・
食
堂
な
ど

を
完
備
し
て
い
ま
す
。

足
立
区
内
職
補
導
所
(
千
住
曙
町
三
九
?

七
　
営
(
(
(

一
七
三
四
六
)
…

家
庭
外
で
勳
く
こ
と
の
困
難
な
方
の

生
活
安
定
を
は
か
る
た
め
、
内
職
相

談

、あ
っ
せ
ん
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先
　
直
接
各
施
設
へ
。

競
争
入
札
参
加

願
い
の
受
付
け

昭
和
五
十
五
年
度
に
、
区
の
物

品
等
の
指
名
競
争
入
札
に
参
加
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
に
よ
り
所

定
の
様
式
で
入
札
参
加
願
い
を
届

出
て
く
だ
さ
い
。

な
お

、五
十
四
・
五
十
五
年
度
用

と
し
て
提
出
さ
れ
た
方
は
、
再
度

提
出
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

受
付
期
間
　
十
月
十
一
日
(
木
)

?
十
月
二
十
五
日
(
木
)

受
付
時
間
　
午
前
九
時
三
十
分
～

午
後
四
時
(
正
午
か
ら
午
後
一

時
ま
で
は
除
く
)

、
土
昭
日
は

午
前
十
一
時
ま
で

用
紙
　
東
京
都
財
務
局
所
定
様
式
(

東
京
都
弘
済
会
で
販
売
)

受
付
場
所
・
問
合
せ
先
　
契
約
第

二
係

投
票
日
は
十
月
七
日

衆
議
院
議
艮
選
挙
・
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国

民
審
査
は
十
月
七
日
で
す
。

午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
投
票
で
き
ま

す

。
あ
な
た
の
大
切
な
一
票
で
す
。
お
忘
れ
な

く
投
票
く
だ
さ
い
。
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フナやコイも
公害調査に一役

あの川、この川、あのよどんだ川

の流れも、みなさんのご協力で、少し
づつですが、きれいな流れに変りつつ
あり、ついに魚が戻ってきました。
今後とも、この自然回復運動を、区民のみな
さんと推進してゅきましょう。

銀
鱗
お
ど
る
川

は

皆
ん
な
の
願
い

―
第
一
回
魚
類
生
息
調
査
か
ら―

足
立
区
周
辺
や
区
内
に
大
小
の
河

川
が
流
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、

一
級
河
川
だ
け
で
も
、
十
河
川
が
流

れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
、
荒
川
・
隅
田
川
・
綾
瀬

川
・
中
川
な
ど
X
内
の
河
川
は
、
古

く
か
ら
区
民
の
く
ら
し
と
深
い
つ
な

が
り
が
あ
り
ま
し
た
。

足
立
の
農
業
生
産
の
た
め
に
、
潤

い
を
与
え
て
き
ま
し
た
。あ
る
時
は
、

自
然
の
怒
り
に
ふ
れ
、
こ
れ
ら
の
河

川
は
荒
れ
狂
っ
て
、
区
民
の
家
財
を

押
流
し
、
尊
い
生
命
ま
で
も
奪
い
去

っ
て
い
き
ま
し
た
。

近
气

生
活
雑
廃
水
や
工
場
廃
水

の
河
川
流
入
で
、
河
川
の
汚
濁
は
目

に
あ
ま
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
近
年

流
域
沿
の
住
民
や
工
場
の
河
川
浄
化

に
対
す
る
理
解
も
年
々
高
ま
り
つ
つ

あ
り
、
関
係
行
政
機
関
の
相
互
協
力

も
、
徐
々
に
実
を
結
ぴ
、
成
果
を
表

わ
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
河
川
の
公
害
行
政
で
よ

く
表
示
さ
れ
る

花

学
記
丹
了
(

例

・
:
D
O
・
B
O
D
・
P
H

等
)
は
、
専

門
研
究
家
に
は
解
っ
て
も
、
住
民
の

方
々
に
は
、「
難
解
な
記
号
で
解
り
に

く
い
」
と
い
う
声
も
聞
か
れ
ま
す
。

九
種
類
の

魚
を
確
認

そ
こ
で
、
足
立
区
は
二
十
三
区
に

先
が
け
、
住
民
の
方
々
に
親
し
み
を

持
っ
て
、
公
害
問
題
に
関
心
を
寄
せ

て
い
た
だ
く
た
め
、
新
し
い
試
み
の

必

書
調
査
*
^

実
施
。
魚
の
生
息

実
態
を
は
擬
す
る
た
め
の
「
第
一
回

魚
類
生
息
実
態
調
査
」
で
す
。

今
後
と
も
、
毎
年
九
月
(
増
水
期
)

二
月
(
渇
水
期
)
の
二
回
、
実
施
し

ま
す
。
九
月
四
日
上
(
日
(
本
調
査

・
・
・
中
川
投
網
保
存
会
の
協
力
に
よ
り

投
網
打
ち
調
査
)
、
九
月
十
日～
十

一
日
(

補
足
調
査
・・・
区
公
害
課
の
職

貝
に
よ
り
、
四
ツ
手
網
、
ビ
ン
ド
ウ

を
使
っ
て
の
調
査
)
で
、
三
三
〇
匹

(
九
種
孥
=
コ
イ
、
ヒ
ラ
ブ
ナ
、
ギ

ン
ブ
ナ
、
モ
ツ
ゴ
、
タ
ナ
ゴ
、
(
ゼ
、

ニ
ゴ
イ
、
レ
ン
ギ
'
、
カ
ダ
ヤ
シ
)

の
魚
種
を
確
認
し
ま
し
た
。

多
く
の
協
力
か
ら

多
く
の
魚
を

ま
た
、
河
川
浄
化
対
策
が
功
を
奏

し
た
の
か
、
中
川
・
花
畑
川
・
垳

川

等
に
は
、
多
く
の
魚
が
生
息
し
て
い

る
こ
と
が
、
今
回
の
調
査
で
も
明
ら

か
に
さ
れ
ま
し
た
。

「
魚
類
の
生
息
」
か
ら
の
公
害
調

壼
は
、細
か
い
化
学
分
析
結
果
よ
り
、

一
目
瞭
然
に
河
川
の
i

康
状
9

を
診
断
し
て
く
れ
た
と
い
え
ま
す
。

近
い
将
来
、
荒
川
・
隅
田
川
・
綾
瀬

川
等
に
も
魚
影
が
戻
っ
て
く
る
こ
と

が
、
区
民
か
ら
の
願
い
で
す
。
中
川

や
花
畑
川
に
は
、
魚
影
も
多
く
、
一

度
戻
っ
た
自
然
を
失
う
こ
と
の
な
い

よ
う
、
さ
ら
に
、
区
民
一
人
ひ
と
り

と
行
政
体
が
力
を
合
わ
せ
、
河
川
の

浄
化
対
策
に
力
を
注
い
で
い
き
ま
し

ょ
う
。
休
日
に
は
、
中
川
堤
に
釣
竿

が
林
立
し
ま
す
。
し
か

し

旡

公

鈩

の
万
は
釣
の
マ
ナ
ー
と
危
険
防

止
を
十
分
図
り
、
£

の
名
所
*

に

育
て
て
い
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

問
合
せ
先
　
公
害
課

保

健
衛

生

お
早
め
に
ど
う
ぞ

区
民
健
康
診
断

検
査
内
容
　
エ
y
ク
ス
線
間
接
撮
影
(

十
六
歳
以
上
の
方
)

、
血
圧
測

定
、
尿
検
査
、
歯
科
検
診
(
三
十

歳
以
上
の
方
)

※
検
査
の
結
果
、疑
わ
し
い
方
は
、後

日
精
密
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

実
施
日
・
場
所
　
下
表
の
と
お
り

受
付
時
間
　
午
後
一
時
三
十
分
～
二

時
三
十
分
(
費
用
無
料
)

ヨ

注
意
}
▼
金
具
類
の
つ
い
て
い

な
い
下
着
や
I着
用
し
て
き
て
く
だ

さ
い
　
▼
会
場
に
は
、
駐
車
場
が

あ
り
ま
せ
ん
の
で

、
自
助
車
・
バ

イ
ク
等
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

▼
上
ぱ
き
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
(

保
健
所
・
保
健
相
談
所
は
不
要
)

問
合
せ
先
　
保
健
予
防
係
、足
立
保

健
所
(
　
(

五
五
-

四
一
五
一
)
、

千
住
保
健
所
(
　
(
(
(
i

四
二

七
七
)

成
人
病
検
診

口
本
人
の・死
亡
順
位
で
ト
タ
プ
を

占
め
る
成
人
病
(
心
臓
病
、脳
卒
中
、

高
血
圧
、
糖
尿
病
等
)
の
、
早
期
発

見
お
よ
ぴ
予
防
を
目
的
と
し
た
成
人

病
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
検
診
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

日
時
　
日
昭
日
・
祝
日
を
除
く
毎
週

金
曜
日
、
午
後
一
時
犬
二
時
三
十

岔

胃
ガ
ン
検
診
は
行
な
い
ま
せ
ん
)

対
象
　
区
内
に
居
住
の
満
三
十
歳
以

上
の
刀

費
用
　
五
千
円
程
度

申
込
方
法
　
電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先
　
千
住
保
健
所
業

務
係
　
兮
八
八
(
-

四
二
匕
七

み
ん
な
で
緑
と
の
会
話
を

苗
木
の
無
料
配
布
、
お
よ
ぴ
植
木

ま
つ
り
を
、
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

苗

木

の

無
料
配
布

配
布
対
象
　
区
内
居
住
の
世
帯

申
込
方
法
　
往
復
(
ガ
キ
で
記
入
例

に
よ
り
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
世
帯
一
枚
(
一
本
)
に
限
り
ま
す
。

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽
せ
ん

で
決
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
込
期
限
　
十
月
十
三
日
ま
で
(
必

着
)

配
布
苗
木
の
種
類
と
本
数
　
ま
め
っ

げ
(
〇
・
Ξ
メ
ー
ト
ル
、七
百
本
)
、も

く
せ
い
(
〇
・
九
メ
ー
ト
ル
匸
一
千
五
百

本
)
、と
う
だ
ん
つ
つ
じ
(
う
・

じ
メ
ー
ト
ル
、二
千
五
百
本
)
、は
な
す

お
う
(
〇
・
七
メ
ー
ト
ル
、千
木
)
、か

い
ど
う
こ
・
五
祠
三
百
本
)
、

さ
つ
き
(
〇
・
Ξ
メ
ー
ト
ル
Ξ
千
本
)
、さ

ざ
ん
か
(
〇
・
九
メ
ー
ト
ル
、一
二
千
本
)
、

大
柴
つ
つ
じ
(
〇
・
Ξ
メ
ー
ト
ル
、二
千
木
)

配
布
日
時
と
場
所
　
下
表
の
と
お
り

で
す
の
で
、都
合
の
よ
い
場
所
を
、

一
か
所
お
選
び
く
だ
さ
い
。配
布

時
間
は
、い
ず
れ
も
、午
後
二
時
?

午
後
三
時
三
十
分
ま
で

申
込
・
問
合
せ
先
　
緑
化
係

ハガキの記入例

植
木
ま
つ
り

日
時
　
十
月
六
日
(
土
)
・
七
日

(
日
)
、午
前
十
一
時
～
午
後
五
時

場
所
　
区
立
竹
の
塚
第
六
号
公
園
(

竹
の
塚
ニ
ー
ニ
五
)

催
し
物
　
ミ
ニ
庭
園
、
生
垣
の
見
本

展
示
や

、盆
栽
の
仕
立
て
方
、良
質

で
安
い
苗
木
や
、
盆
栽
の
展
示
即

売
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
設
け
ま
す
。

ま
た
、
午
後
一
時
か
ら
は
、
来
場

の
方
に
畑
土
(
一
人
バ
ケ
ツ
一
杯
)

球
根
と
緑
の
小
冊
子
を
無
料
で
差
し

あ
け
ま
す
。
な
く
な
り
次
第
終
了
し

ま
す
。

問
合
せ
先
　
緑
化
係

お
出
か
け
く
だ
さ
い

北
千
住
商
店
街
へ

地
元
商
店
街
が
主
催
し
、
区
が
後

援
す
る
植
木
ま
つ
り
が
次
の
と
お
り

行
な
わ
れ
ま
す
。会
場
に
は
、盆
栽
や

植
木
な
ど
蔕・陳
列
し
、
植
木
の
病
害

虫
の
防
除
や
手
入
れ
の
方
法
な
ど
の

相
談
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
赤
土
の
無
料
配
布
も
あ
り

ま
す
の
で

、ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

日
時
　
士
月
士
言
(

土
)
・
十
四

日
(
日
)
午
後
一
時
―
-
r
1
時

場
所
　
北
千
住
西
口
商
店
街
(
旧
口

光
街
道
)

※
植
木
ま
つ
り
の
開
催
中
は
、旧
日

光
街
道
の
車
の
乗
り
入
れ
が
禁
止
さ

れ
ま
す
の
で
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ

ん
は
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

募
集

し

ま

す

幼
児

グ
ル

ー
プ

対
象
　
昭
和
四
十
(
年
四
月
二
日
?

昭
和
五
十
年
十
月
一
日
生
ま

れ
て
、
幼
稚
園
、
保
育
園
に
通

園
し
て
い
な
い
、
区
内
在
住
の

幼
児
(
た
だ
し
、
毎
回
母
親
が

同
伴
で
き
る
方
に
限
り
ま
す
)

期
間
　
昭
和
五
十
四
年
十
月
二
十

六
日
(
金
)
?
昭
和
五
十
五
年

三
月
七
日
(
金
)
の
毎
週
金
曜
、

午
前
十
時
?
十
一
時
三
十
分
、

内
容
　
絵
画
、
工
作
、
音
楽
リ
ズ

ム
、
わ
ら
べ
う
た
、体
育
遊
び
、

読
み
聞
か
せ
、
交
通
指
導
な
ど

場
所
　
東
部
セ
ン
タ
ー

募
集
人
員
　
三
十
名
(
申
し
込
み

多
数
の
場
合
は
、抽
せ
ん
で
す
。

な
お
、
昭
和
五
十
年
四
月
一
日

以
前
に
、生
ま
れ
た
方
を
優
先
)

申
込
受
付
　
十
月
十
百
(
木
)
?

十
三
日
(
古
、午
前
九
時
?

四
時
(
た
だ
し
、正
午
～
午

後
一
時
を
除
く
)
、
保
護
者
が
、

来
館
の
う
え
、
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先
　
東
部
セ
ン
タ

ー
　
営
六
〇
五
一

七
一
〇
一

ご
利
用
く
だ
さ
い

老
人
館
の
大
広
間
と
娯
楽
室

区
立
の
老
人
館
で
は
、
大
広
間

と
娯
楽
室
を
、
一
般
の
方
が
利
用

し
な
い
夜
間
ま
た
は
休
館
日
に
限

り
、無
料
で
お
貸
し
し
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象
　
町
会
『
自
治
会
『
P
T
A
、

老
人
会
、
婦
人
会
、
青
少
年
団

体
、
そ
の
他
の
公
益
団
体

貸
出
時
間
・
貸
出
区
分

▽
休
館
日
・
・
牛
前
九
時
?
正
午
、

午
後
一
時
?
五
時
、
午
後
六
時

～
十
時

▽
閠
一
館
日
・
・
・
午
後
六
時
?
十
時

利
用
で
き
る
老
人
館
　

新
田
、
千

住
あ
ず
ま
、
い
り
や
、大
谷
田
、

ふ
台
、
栗
原
酉
、
栗
島
、長
門
、

梅
田
、
千
住
本
町
の
十
館

申
込
方
法
　
利
用
の
五
日
前
ま
で

に
、印
か
ん
持
参
の
う
え
、各
老

人
館
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　

福
祉
事
業
課
、
ま
た

は
各
老
人
館

受
付
日
を
変
更
し
ま
す

各
セ
ン
タ
ー
の
貸
出
施
設

セ
ン
タ
ー
の
大
ホ
ー
ル
、
集
会

室
な
ど
、
有
料
賢
出
施
設
の
利
用

申
請
受
付
日
が
次
の
よ
う
に
変
わ

り
ま
し
た
。

大
ホ
ー
ル
　
▼
区
民
お
よ
び
区
内

に
住
所
の
あ
る
団
体
は
、
利
用

日
が
属
す
る
日
の
六
ヵ
月
前
の

初
日
か
ら
　
▼
区
内
の
公
益
団

体
が
主
佃
し
、公
益
の
た
め
に

利
用
す
る
場
合
は

、
七
ヵ
月
前

か
ら
　
▼
足
立
区
以
外
の
利
用

者
は
三
ヵ
月
前
か
ら

集
会
室
　
和
室
、洋
室
等
の
集
会

室
は
、館
に
よ
り
異
な
り
ま
す

の
で
、利
用
し
よ
う
と
す
る
館

へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
▽
東
部
セ
ン
タ
ー

啻
六
〇
五
-
七
一
〇
一
　
▽
中

拠
セ
ン
タ
ー
　
を
(
(
九
4
四

六
六
一
　
▽
西
部
セ
ン
タ
ー

を
(
九
七
-
五
〇
一
六
　
▽
千

住
セ
ン
タ
ー
　
を
(
(
一
〒
二

七
六
五
　
▽
花
畑
セ
ン
タ
ー

雪
(
五
〇
-
二
六
一
七

会
議
・
懇
談
会
に

児
童
館
集
会
室
を
ど
う
ぞ

会
合
、
打
合
せ
会
、
懇
談
会
な

ど
に
、
児
童
館
の
集
会
室
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
区
内
の
児
童
館
の

う
ち
、
次
の
五
館
の
集
会
室
が
利

用
で
き
ま
す
。
机
、
イ
ス
、
黒
板

等
、
縟
茶
用
の
設
備
も
あ
り

、
お

お
ひ
ね
五
十
人
前
後
の
会
議
が
で

き
ま
す
。

利
用
料
金
　
左
表
の
と
お
り

利
用
申
請
　
印
か
ん
を
お
持
ち
の

う
え
、
利
用
し
よ
う
と
す
る
児

意
館
へ
ど
う
ぞ
。

問
合
せ
先

▽
栗
原
西
…
　
(
九
九
人
七
六
一

▽
小
台
…
　
九
一
四
上
二
四
二
七

▽
粟
島
…
　
(
四
(
圭
こ
四
七
一

▽
長
門
…
　
六
二
九
!
(
二
三
一

▽
梅
田
…
　
(

四
(
圭
二
四
ニ

ー
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よ
り
良
い
暮
ら
し
の
た
め
に

申
請
等
を
お
忘
れ
な
く

福
祉
事

業

あ
ん
な
い

区では、よりよい社会福祉をめざ

して、みなさんがお気軽にこられま

すよう、窓口を大きく開き、相談・

手続きをお受けしています。

改
正
さ
れ
ま
し
た

戦
没
者
・
戦
傷
病
者
等

遺
族
援
護
法
の
一
部

昭
和
五
十
四
年
十
月
一
日
か
ら
。

次
の
方
に
特
別
給
付
金
(
国
債
)
が

支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

▽
戦
没
者
の
妻
に
対
す
る
特
別
給
付

金
(
額
面
二
十
万
円
十
年
償
還
国

偵
)
満
州
青
年
移
民
(
昭
和
四
十
(

年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
峨
死
、

戦
病
死
)
の
妻
で

、
昭
和
五
十
三

年
十
月
一
日
現
在
、
遺
族
給
与
金

の
受
給
権
を
取
得
し
た
方

v
戦
没
者
の
父
母
に
対
す
る
特
別
給

付
金
(
額
面
十
万
円
十
年
償
還
国

債
)
滴
州
青
年
移
民
(
昭
和
四
十
(

年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
戦
死
、

戦
病
死
)
の
父
母
ま
た
は
、
祖
父

母
で
、
昭
和
五
十
四
年
九
月
三
十

日
現
在
、
戦
没
者
以
外
に
自
然
血

族
の
子
ま
た
は
、
孫
の
う
气

氏

を
同
じ
く
す
る
者
の
い
な
い
方
、

▽
戦
傷
病
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別

給
付
金

m
前
回
(
昭
和
四
十
四
年
改
正
法
)

の
戦
傷
妻
持
給
(
は
号
五
万
円
国

債
)
受
給
権
取
得
者
に
、
十
年
償

還
国
儕

⑦
特
別
項
症
?

―
款
症
の
方
は
額

面
三
十
万
円

④
2
款
症
?
5
款
症
の
方
は
額
面

十
五
万
円

叨
昭
和
五
十
四
年
四
月
一
日
現
在
恩

給
法
に
よ
る
傷
病
恩
給
等
を
受
給

中
の
戦
傷
病
者
の
妻
で
あ
っ
て
、

⑦
昭
和
四
十
(
年
四
月
二
日
以

後
、戦
傷
病
者
の
妻
と
な
っ
た
方

、

④
同
日
以
後
、
じ
後
重
症
に
よ
り

戦
傷
病
者
等
と
な
っ
た
方
の
妻
に

五
年
償
還
国
債
。⑦
④
と
も
、特

別
項
症
?
―
款
症
の
方
は
額
面
五

万
円
、2

歌
症

、f
5款
症
の
方
は

額
面
二
万
五
千
円
。

図
昭
和
五
十
三
年
十
月
}
日
現
在
障

害
年
金
ま
た
は
、障
害
一
時
金
受

給
権
や
-
取
得
し
た
、満
州
青
年
移

民
の
妻
に
五
年
償
還
国
債
。⑦
恃

別
項
症
?
I
款
症
の
方
は
額
面
五

万
円
、④
2
款
症
?
5
款
症
の
方

は
額
面
二
万
五
千
円
。

▽
傷
病
の
程
度
は
、
い
ず
れ
も
昭
和

五
十
四
年
四
月
一
日
現
在
の
も
の

で
す
。

受
付
・
問
合
せ
先
　
援
護
係

難
病
患
者

福
祉
手
当
の
わ
く
が

広
が
り
ま
す

原
因
不
明
で
治
療
方
法
が
わ
か
ら

な
い
病
気
を
持
つ
方
に
、区
で
は
難

病
思
者
福
祉
手
当
を
支
給
し
て
い
ま

す
。
本
年
十
月
一
日
か
ら
、
新
た
に

一
疾
病
(
ア
ミ
ロ
イ
ド
ー
シ
ス
)
が

支
給
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

該
当
す
る
万
で
ま
だ
申
謂
し
て
い

な
い
方
は
、
次
の
要
領
で
申
謂
し
て

く
だ
さ
い
。

該
当
す
る
方
　
区
内
に
居
住
し

、
左

衰
の
疾
病
の
あ
る
方

支
紿
額
　
月
額
七
千
円

手
続
き
に
必
要
な
も
の
　

住
民
裂
の

写
し
(
世
帯
全
員
)

、
医
師
の
診

断
書
、本
人
名
饑
の
預
金
通
恨
(
郵

便
局
を
除
く
)
、
印
か
ん

※
た
だ
し
、
東
京
都
医
療
費
助
成
要

綱
に
よ
る
医
療
券
の
交
付
を
受
け
て

い
る
方
で
、
該
当
す
る
疾
病
名
が
記

入
さ
れ
て
い
る
方
は
、
医
療
券
の
写

し
で
診
断
審
に
か
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

支
給
さ
れ
な
い
方
　
心
身
障
害
者
榻

祉
手
当
、
老
人
福
祉
手
当

、
児
童

育
成
手
当
(
障
害
手
当
)

を
受
け

て
い
る
方

申
請
・
問
合
せ
先
　
援
護
係

該当する疾病

恩
給
法
が
改
正

さ
れ
ま
し
た

旧
軍
人
の
普
通
恩
給

従
来
、
普
通
恩
給
受
給
者
は
、
膺

六
十
五
歳
で

、
加
算
改
定
が
行
な
わ

れ
て
き
ま
し
た
が
、今
回
の
改
正
で
、

満
六
十
歳
に
到
達
す
る
と
改
定
請
求

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

実
施
日
　
昭
和
五
十
四
年
十
月
一
日

時
効
　
権
利
発
生
口
よ
り
、
七
年
間
(

昭
和
六
十
一
年
九
月
三
卜
日
)

注
意
事
項
　
▽
昭
和
四
十
(
年
十
月

一
日
以
後
裁
定
さ
れ
た
普
通
恩
給

に
つ
い
て
は
、
既
に
加
算
年
が
計

算
さ
れ
て
い
る
の
で
請
求
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
▽
在

職
年

数
、
階
級
に
よ
っ
て
改
定
効
果
が

生
じ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

手
続
の
方
法
　
民
生
局
福
祉
部
援
護

課
恩
給
第
二
係
(
千
代
田
区
丸
の

内
三
丿
(
の
I
)

へ
直
接
送
付
す

る
か
、
区
役
所
援
護
係
へ

ぞ
来
庁
の
際
は
印
か
ん
を
、
力
持
ち

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
援
護
係

手

話

通

訳

者

が

ろ
う
あ
者
の
相
談
を

受
け
て
い
ま
す

擶
祉
事
務
所
で
は
、
手
話
通
訳
者

が
、ろ
う
あ
者
の
方
の
相
談
晋
つ
け
て

お
り
ま
す
の
で

、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
日
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

相
談
日

▽
毎
月
第
一
木
曜
日
、午
後
一
時
?

四
時
、
足
立
福
祉
事
務
所
・・・
千
住

柳
町
十
一
〒
五
　

営
(
(
(

上

二

一
四
一

▽
毎
月
第
二
木
曜
日
　
午
後
一
時
?

四
時
、
中
部
福
祉
事
務
所
=
・
関
原

ニ
ー

】○
-

一
〇
　
営
(
(

九
-

一
四
八
一

▽
毎
月
第
三
木
曜
日
、午
後
一
時
?

四
時
、
東
部
福
祉
事
務
所
・
=東
綾

瀬
一
―
五
丿
一
七
　
兮
六
〇
五
-

七

】○
五

▽
毎
月
第
四
月
曜
日
、午
後
一
時
～

四
時
、
西
部
福
祉
事
務
所
・
:旄
浜

一
丁

二
四
上

一
　
営
{
九
匕
上
九

の
}
一

▽
毎
月
第
四
月
曜
日
、午
後
一
時
～

四
時
、
北
部
福
祉
事
務
所
…
竹
の

塚
二
上

一
五
-
一
七
　
兮
(
八
三

上
(
(

〇
(
い

問
合
せ
先
　
各
福
祉
串
務
所

軽
費
老
人
ホ
ー
ム

「
し
ま
ね
園

」
の入

所
ご
案
内

入
園
資
格
　
都
内
に
お
住
い
の
六
十

歳
以
上
の
、
心
身
共
に
健
康
な
お

年
寄
り
で
、
独
立
し
て
日
常
生
活

を
営
む
こ
と
が
で
弌

ま
た
、
月

収
十
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

利
用
料
　
月
額
一
万
四
千
三
百
五
十

円
で
す
が
、
課
税
区
分
に
応
じ
、

利
用
料
の
減
額
制
度
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
他
若
干
の
光
熱
費
が
か

か
り
ま
す
。

定
員
　
百
名
(
単
身
九
十
室
、夫
婦

五
室
)
、
現
在
若
干
空
室
が
あ
り

ま
す
。

申
込
期
限
　
十
月
十
五
日
ま
で

抽
せ
ん
　
十
一
月
上
旬
の
予
定

問
合
せ
先
　
援
護
課
ま
た
は
、
最
寄

り
の
福
祉
事
務
所

足
立
区
消
費
者
展
に

出
品
し
よ
う

家
庭
に
退
蔵
さ
れ
て
い
る
未
活
用

の
物
賢
、
ま
だ
十
分
に
使
え
る
物
資

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
次
の
と
お
り

ご
出
品
く
だ
さ
い
。

□
出
品
受
付

日
時
　
十
月
十
六
日
(
火
)
?
十
九

日
(
金
)
午
前
十
時
～
午
後
三
時

場
所
　
足
立
区
消
費
者
セ
ン
タ
ー

取
扱
品
目

主
と
し
て
、
日
常
生
活

必
要
物
資
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、

次
の
物
品
は
扱
い
ま
せ
ん
。

閨
医
薬
品
、
化
粧
品
、
動
植
物

圃
使
用
し
た
下
着
類

團
食
料
品

国
特
に
こ
わ
れ
や
す
い
も
の

團
手
で
持
ち
運
ぶ
こ
と
が
困
難
な

も
の

固
消
耗
が
は
げ
し
く
、
再
活
用
が

困
難
な
も
の

團
カ
メ
ラ

、
高
級
衣
料
等
高
価
な

も
の

※
使
用
す
る
人
の
身
に
な
っ
て
、
き

れ
い
に
し
て

、出
品
し
て
く
だ
さ
い
。

目
録
出
品
　
大
型
品
、
お
よ
ぴ
、
高

価
な
も
の
等
、
現
物
出
品
の
で
き

な
い
も
の
は

、
目
録
出
品
を
受
け

つ
け
ま
す
。

剛
交
換
等
の
交
渉
は
、
当
事
者
閧

で
、行
な
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

困
出
品
の
掲
示
は
、
即
売
会
場
で

行
な
い
ま
す
。

出
品
価
格
　
出
品
の
際
、
希
望
価
格

を
決
め
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

清
算哨

日
時
は
、
出
品
の
際
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

困
売
上
金
の
一
割
を
社
会
福
祉
事

業
に
、
寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

□
即
売
会

日
時
　
十
月
二
十
六
日
(
金
)
午
前

十
時
?
午
後
四
時
、十
月
二
十
七

日
(
土
)
午
前
十
時
?
午
後
二
時

三
十
分

会
場
　
足
立
区
産
業
振
興
館

※
足
立
区
消
費
者
展
生
活
用
品
交
換

即
売
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
設
置

主
催
　
足
立
区
、足
立
区
消
費
者
友

の
会

問
合
せ
先
　
消
費
者
セ
ン
タ
ー

営
(

七
〇
-
一
三
九
一

わ
た
し
た
ち
の
身
の
回
り
の

消
費
生
活
の
安
定
と
向
上
に
役

立
つ
た
め
商
品
の
安
全
性
や
品

質
、
消
費
生
活
に
関
す
る
苦
情

や
相
談
な
ど
、
疑
問
や
不
審
を

お
持
ち
に
な
ら
れ
た
時
は
、
お

気
軽
に
消
費
者
セ
ン
タ
ー
(
千

住
伸
町
三

営
(
七
〇
j

匸
二

九
一
)
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

振
り
込
み
ま
す

児
童
(
育
成
)

手
当
金

昭
和
五
十
四
年
十
月
期
支
払

分
(
昭
和
五
十
四
年
六
月
か
ら

昭
和
五
十
四
年
九
月
分
ま
で
)

の
児
童
(
育
成
)
手
当
金
を
、
十

月
十
二
日
に
、
あ
な
た
の
指
定

し
た
金
融
機
関
に
振
込

み

ま

す
。お

受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　

児
童
手
当
係

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

私
た
ち
の
周
囲
に
こ
ん
な
差
別

は
な
い
で
し
ょ
う
か

《
今
も
残
っ
て
い
る
差
別
》

即
足
立
区
に
も
部
落
差
別
が
あ

る
の
で
す
か

「
同
和
問
題
、
部
落
差
別
な
ど

区
内
に
は
な
い
」
「
そ
ん
な
話
は

聞
い
た
こ
と
が
な
い
」
「
差
別
意

識
な
ど
も
っ
て
い
ま
せ
ん
」
「
そ

ん
な
こ
と
を
言
っ
て
い
る
人
は

、

ご
く
一
部
の
人
で
は
な

い
で

す

か
'一
「
そ
ん
な
こ
と
は
昔
の
話
で

は
な
い
で
す
か
」
な
ど
と
い
っ
た

考
え
の
方
が
お
ら
れ
る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。

し
か
し
、
現
実
に
部
落
差
別
が

発
生
し
て
い
る
の
で
す
。
例
え
ば

職
場
で
、
同
和
地
区
出
身
者
で
あ

る
こ
と
を
理
由
に
、
就
職
の
機
会

兮
つ
ぱ
っ
た
り
、
結
婚
し
よ
う
と

合
意
し
、
縁
談
を
積
極
的
に
進
め

て
い
た
相
手
が
、
被
差
別
部
落
出

身
者
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
。

破
談
に
す
る
と
い
う
事
件

、な
ど
、

い
ろ
い
ろ
の
形
で
差
別
事
件
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

前
回
に
も
紹
介
し
ま
し
た
が
、

区
の
施
設
の
ド
ア
や
、
佃
人
所
有

の
駐
車
禁
止
の
立
札
に
部
落
差
別

を
助
畏
す
る
悪
質
な
落
書
き
が
し

て
あ
り
ま
し
た
が
、
い
ま
だ
に
部

落
差
別
が
生
き
て
い
る
も
の
と
い

え
ま
す
。

差
別
す
る
側
で
は
、
差
別
を
し

て
い
る
と
い
う
意
識
が
な
い
場
合

が
多
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ

は
、
部
落
差
別
の
深
刻
さ
が
、
時

の
支
配
階
級
に
よ
っ
て
、
つ
く
ら

れ
、
強
化
さ
れ
た
歴
史
的
な
背
景

の
あ
る
こ
と
を
理
解
し
な
い
と
、

「
差
別
さ
れ
る
側
」
の
立
場
に
立

つ
こ
と
は
大
変
難
し
い
こ
と
で
し
I

つ
。
故
人
や
長
老
か
ら
伝
え
ら

れ
て
い
る
古
い
偏
見
を
、
科
学
的

視
点
を
も
っ
て
、
差
別
を
許
さ
な

い
と
い
う
主
体
的
判
断
で
と
り
の

ぞ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
日

常
生
活
の
な
か
で
、
人
権
を
尊
重

す
る
と
い
っ
た
生
活
実
践
が
、
ま

す
第
一
に
要
謂
さ
れ
ま
す
。

隣
人
の
偏
見
に
接
し
た
ら
、
偏

見
そ
の
も
の
が
そ
の
人
自
身
の
人

権
を
否
定
し
て
い
る
こ
と
を
知
る

べ
き
で
す
。
他
の
人
の
人
権
を
守

る
こ
と
が
い
か
に
大
切
か
を
お
互

に
啓
発
し
、
す
く
な
く
と
も
足
立

区
か
ら
は
差
別
を
な
く
し
、
人
権

が
正
し
く
尊
重
さ
れ
る
よ
う
、
理

解
の
輸
を
ひ
ろ
げ
ま
し
I
つ
。

◎
同
和
問
閣
に
関
す
る
問
い
合
せ

は
、
区
役
所
同
和
対
策
担
当
へ
。

心
身
障
害
者
(
児
)

体
育
祭
開
催
の
変
更

第
六
回
心
身
障
害
者
(
児
)

体
育
祭
の
開
催
は
、
次
の
よ
う

に
変
更
に
な
り
ま
し
气

日
時
　
十
月
二
十
(
日
(
囗
)

午
前
九
時
三
十
分

場
所
　
区
立
第
四
中
学
校
校
庭
(

東
武
線
梅
島
駅
下
車
)

問
合
せ
先
　
援
護
係

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か

保
険
料
を
納
め
忘
れ
た
ま
ま
に

し
て
お
く
と
、
将
来
、
年
金
を
受

給
す
る
と
き
に
、
不
利
に
な
る
だ

け
で
な
く
、
年
金
が
受
給
で
き
な

く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

昭
和
五
十
二
年
七
月
、
(
月
、

九
月
分
の
保
険
料
は
、
十
月
三
十

一
日
を
過
ぎ
る
と
納
め

る
こ

と

が
、
で
き
ま
せ
ん
。
納
め
忘
れ
の

保
険
料
は
、
す
ぐ
に
納
め
て
く
だ

さ
い
。

な
お
、
納
付
I
が
お
手
も
と
に

な
い
方
は
、再
発
行
し
ま
す
の
で
、

国
民
年
金
課
検
認
係
ま
で

、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

保
険
料
額
　
五
卜
二
年
七
月
か
ら

五
十
三
年
三
月
ま
で
、
一
ヵ
月

二
千
二
百
円

五
十
三
年
四
月
か
ら
五
十
四
年
三

月
ま
で
、
一
ヵ
月
二
千
七
百
三
十

円
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

未
加
入
の
方
は

加
入
の
手
続
き
を

自
分
で
事
業
を
し
て
い
る
か
、

あ・
る
い
は
厚
生
年
金
等
の
公
的
年

金
に
加
入
し
て
い
な
い
、
二
十
歳

以
上
の
方
(
強
制
加
入
対
象
者
)

は
、
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
は
年
齢
に
応
じ
て
、

老
齢
年
金
を
受
け
る
た
め
に
、
必

要
な
保
険
料
の
納
付
年
数
が
き
ま

っ
て
い
ま
す
。

六
十
歳
ま
で
に
、
最
低
二
十
五

年
間
で
す
が
、
明
治
四
十
四
年
四

月
二
日
か
ら
昭
和
五
年
四
月
一
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
方
は
、
生
ま
れ

た
月
に
よ
り
最
低
十
年
か
ら
二
十

四
年
に
短
か
く
な
っ
て
い
ま
す
。

保
険
料
は
、
二
年
間
を
過
ぎ
る

と
時
効
に
よ
り
、
納
め
る
こ
と
か

で
き
な
く
な
り
ま
す
が
、
今
な
ら

特
別
措
置
に
よ
り
、
来
年
の
六
月

末
日
ま
で
に
限
り
、
時
効
で
消
滅

し
た
過
去
の
保
険
料
が
、
一
ヵ
月

四
千
円
で
納
め
ら
れ
ま
す
。

古
い
保
険
料
を
さ
か
の
ぼ
っ
て

納
め
な
け
れ
ば
、
年
金
が
受
け
ら

れ
な
い
万
(
強
制
加
入
対
象
者
で
、

年
齢
が
三
十
五
歳
以
上
の
方
)
は
、

今
年
が
加
入
の
最
後
の
機
会
と
な

り
ま
す
。

区
で
は
、
該
当
さ
れ
る
と
思
わ

れ
る
方
に
「
国
民
年
金
加
入
の
ご

案
内
」
を
お
送
り
し
ま
し
た
が
、

ま
だ
加
入
さ
れ
て
い
な
い
方
が
い

ま
す
。

こ
の
機
会
を
の
が
す
と
、
将
来

年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
急
い
で
加
入
の

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
す
で
に
国
民
年
金
に
加

入
し
て
い
る
方
、
過
去
に
加
入
し

た
こ
と
の
あ
る
万
な
ど
で
、
未
納

保
険
料
の
あ
る
方
も
、
こ
の
機
会

に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

自
動
振
込
み
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

金
融
機
関
が
、
あ
な
た
に
か
わ

っ
て
、本
人
ま
た
は
、
ご
家
族
の

預
金
口
座
か
ら
、
自
動
的
に
納
付

す
る
し
く
み
が
、
預
金
口
座
振
替

納
付
で
す
。

こ
れ
は
納
め
に
行
く
手
間
が
、

は
ぷ
け
る
ぱ
か
り
で
な
く
、
納
付

齋
の
紛
失
や
、
納
め
忘
れ
の
心
配

も
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
大
変
便

利
な
制
度
で
す
。

納
付
手
続
　
国
民
年
金
手
帳
、
預

ヽ
金
通
帳
、
印
鑑
(
通
帳
使
用
印
)

を
持
参
の
上
、
預
金
口
座
の
あ

る
二
十
三
区
内
の
金
融
機
関
へ

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
郵
便
局
で
は

、
取
扱
い

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

保
険
料
の

融
資
あ
っ
せ
ん

特
別
の
措
置
に
よ
り
、
さ
か
の

ぼ
っ
て
納
め
る
保
険
料
の
納
付
賢

金
が
不
足
し
て
い
る
方
の
た
め

に
、
「
足
立
区
国
民
年
金
特
例
納

付
保
険
料
融
賢
刷
`
こ
か
あ
り
ま

す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

強
制
加
入
の
万
で
、
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
困
難
な
方
は
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
、

◎
国
民
年
金
に
つ
い
て
の
お
問
い

合
わ
せ
は
、
国
民
年
金
課
へ
。



昭 和54 年10 月5 日 区 の お 知 ら せ 第489 号 ( 4)

さ
あ
!
ス
ポ
ー
ツ
の
秋

楽
し
み
な
が
ら
健
康
づ
く
り
を
し
よ
う

総
合
ス
ポ
ー
ツ

セ

ン

タ
ー

運
励
に
最
も
適
し
た
季
節
で
す
。

皆
さ
ん
も
身
体
を
お
も
い
き
り
動
か

し
、
楽
し
み
な
が
ら
い
い
汗
を
か
い

て
、
健
康
・
体
力
づ
く
り
に
励
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

個
人
利
用
特
別
コ
ー
ス

◇
卓
球
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
コ
ー
ス
　

日
時
十
月
十
七
・
二
十
四
・
三
十

一
日
の
三
日
間
　
午
前
九
時
三
十

分
?
十
時
三
十
分

定
員

各
コ
ー
ス
三
十
名

対
象

初
心
者

申
込
方
法

直
接
か
一

括

費
用
　
二
百
円
(
施
設
使
用
料
)

◇
健
康
・
体
力
づ
く
り
婦
人
コ
ー
ス

内
容
　
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
、
マ
ヴ
ト
を

利
用
し
た
基
礎
運
動

日
時
十
月
十
三
日
(
土
)
午
後
一

時
?
二
時
三
十
分

定
員

五
十
名

申
込
方
法
　
直
接
か
電
話

費
用
　
二
百
円
(
施
設
使
用
料
)

◇
区
民
サ
ー
ピ
ス
デ
ー

十
月
十
日
の
体
育
の
日
は
、
サ
ウ

ナ
室
、
エ
ア
ラ
イ
フ
ル
場
を
除
き
、

各
施
設
が
無
料
で
公
M
さ
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
皆
さ
ん
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

講
習
会
の

変
更
案
内

エ
ア
ラ
イ
フ
ル
場
を
個
人
で
利
用

す
る
た
め
の
講
習
会
を
、
次
の
と
お

り
変
更
し
ま
す
。

変
更
後

毎
月
第
二
・
四
日
曜
日

午
後
五
時
か
ら

◎
以
上
の
催
し
物
に
つ
い
て
の
、
申

し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
、
総
合
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
(
啻
(
五
九
-
(

二
一
一
)
へ

。

竹
の
塚

温
水
プ
ー
ル

婦
人
水
泳
初
心
者
教
室

日
時
十
一
月
九
・
十
・
十
三
・
十

五
・
十
六
日
の
五
日
問
午
前
九

時
三
十
分
?
十
一
時
三
十
分

初
心
者
を
対
象
に
、
無
料
で
正
し

い
泳
法
の
指
導
を
行
な
い
ま
す
。

場
所
　
竹
の
塚
温
水
プ
ー
ル

資
格
　
区
内
在
住
の
婦
人
で
五
日
閧

参
加
可
能
な
方

定
員
　
百
名
(
多
数
の
時
は
抽
せ
ん
)

申
込
方
法
　
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
一
話
番
号
を
記
入

し
て
、
十
月
十
日
ま
で
に
申
し
込

む
(
十
日
消
印
有
効
)

そ
の
他
　
▽
参
加
者
は
健
康
診
断
一
(

一
ヶ
月
以
内
の
も
の
)
を
初
日

に
提
出
　
▽
参
加
申
は
健
康
保
険

証
を
持
参

申
込
・
聞
合
せ
先

竹
の
塚
温
水
プ

ー
ル
(
〒
1
2
1西
保
木
問
四
―
十
-

一

(
五
〇
-
一
一
三
三
)

利
用
時
間
帯
が

変
わ
り
ま
す

十
月
一
日
か
ら
利
用
時
間
帯
が
変

更
に
な
り
ま
し
た
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。(
下
表
)

ま
た
、
温
水
プ
ー
ル
を
ご
利
用
の

と
き
は
、
次
の
事
項
を
必
ず
お
守
り

く
だ
さ
い
。

○
三
歳
未
澳
の
幼
児
の
入
場
禁
止

○
三
歳
か
ら
小
学
三
年
生
ま
で
は
、

保
護
者
同
伴
の
こ
と

○
五
時
半
以
後
の
中
学
生
以
下
入
場

禁
止
(
保
護
者
同
伴
で
も
同
様
)

○
定
員
の
三
百
五
十
名
を
超
え
た
と

き
は
入
場
を
制
限

○
水
泳
帽
は
必
ず
着
用

そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
管
理
事
務

所
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
竹
の
塚
温
水
プ
ー
ル

飛
び
入
り
も

大
歓
迎
で
す

十
月
十
日
の
区
民
大
運
励
会
も
間

近
か
で
す
。
数
多
く
の
飛
ぴ
入
り
種

目
も
用
意
し
て
、
皆
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
当
日
は
出
張

所
別
に
テ
ン
ト
も
用
意
し
ま
す
。

会
場
は
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の

で

、
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。
ま
た
出
場
者
は
必
ず
運
助
靴
の

使
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご
来
場
の
方
一
万
名
に
記
念
品
も

進
呈
し
ま
す
。
ま
た
、
一
万
名
の
中

か
ら
さ
ら
に
抽
せ
ん
し
、
五
十
名
の

方
に
特
別
賞
を
差
し
あ
げ
ま
す
。

な
お
、
雨
天
の
時
は
十
四
日
(
日
)

に
順
延
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ
先
　
体
育
課

募
集
し
て
い
ま
す

ご
参
加
く
だ
さ
い

絵
画
教
室

期
間
　
十
一
月
六
日
ヱ
二
月
十
一
日

ま
で
の
毎
火
曜
日
(
延
十
五
日
)

時
間
　
午
後
六
時
?
(
時

受
講
料
　
無
料
(
教
材
費
は
実
費
)

対
象

初
心
者
(
区
在
住
の
成
人
)

定
員
　
四
十
名
(
多
数
の
時
は
抽
選
)

申
込
方
法
　
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号

を
記
入
し
、
十
月
九
日
ま
で
に
申

し
込
む
(

九
日
消
印
有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
教
育
セ
ン
タ
ー
(

Ⅲ
竹
の
塚
ニ
ー
ニ
五
-
二
　
(

五
〇
-
(
(

〇

こ

つ
ま
み
画

日
時
　
十
月
十
六
日
(
火
)
　
午
後

一
時
～
四
時

費
用
　
初
級
用
千
二
百
円
か
ら
各
租

申
込
・
問
合
せ
先
　
I
銛
か
直
接
、

東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
【
雪
六

〇
五
-

七

】○
一
)
へ

文
学
教
室

日
時
　
十
月
十
六
日
(
火
)
　

午
前

十
時
～
正
午

内
容
　
源
氏
物
語
「
葵
」

費
用
　
無
料

申
込
・
問
合
せ
先
　
つ
ま
み
画
に
鬨

珠
算
競
技
大
会

日
時
　
十
一
月
十
四
日
(
日
)
　

午

前
(
時
三
十
分

場
所
　
竹
の
塚
小
学
校
体
育
館

種
目
　
総
合
・
読
上
算
・
晄
上
暗
算

参
加
賢
格
　
区
内
在
住
・
在
学
・
在

勤
者
(
小
・
中
学
生
は
、
学
校
か

珠
算
塾
で
団
体
参
加
。
高
校
生
、

一
般
は
佃
人
参
加
)

申
込
期
限
　
十
月
十
六
日

申
込
・
問
合
せ
先
　
青
少
年
係

子
ど
も
会
会
長
会
議

子
ど
も
会
活
助
の
あ
り
方
を
、
子

ど
も
自
身
で
考
え
る
た
め
に
開
く
会

議
で
す
。
申
込
書
は
各
子
ど
も
会
に

配
布
し
て
あ
り
ま
す
。

日
時
　
十
月
二
十
一
日
(
日
)
　
午

前
九
時
～
午
後
二
時

場
所
　
栗
原
小
学
校

対
象
　
子
ど
も
会
の
子
ど
も
代
表

申
込
期
限
　
十
月
十
三
日

申
込
・
問
合
せ
先
　
青
少
年
係

「
み
ん
な
で
町
を
き
れ
い
に
す

る
週
間
」
実
施
中
で
す
。
汚
さ
れ

な
い
町
づ
く
り
を
、
ひ
と
り
ひ
と

り
が
心
が
け
ま
し
I
つ
。

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

区
内
の
小
・
中
・
高
校
生
、
一
般

社
会
人
グ
ル
ー
プ
の
対
象
に
、
今
年

も
十
一
月
二
十
四
日
(
土
)
に
、
足

立
区
文
化
会
館
で
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

を
閧
催
し
ま
す
が
、
現
在
出
楊
グ
ル

ー
プ
を
募
集
中
で
す
。

申
込
期
限
　
十
月
十
五
日

申
込
・
問
合
せ
先
　
文
化
係

新
入
学
児
童
の

健
康
診
断

来
年
四
月
か
ら
就
学
の
お
子
さ
ん
　

(
昭
和
四
十
八
年
四
月
二
日
?
四
十

九
年
四
月
一
日
生
)
の
健
康
診
断
を

十
月
下
旬
か
ら
実
施
し
ま
す
。

健
康
診
断
通
知
一

は
十
月
二
十
三

日
頃
ま
で
に
郵
送
し
ま
す
。
お
忘
れ

な
く
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
通
知
一

が
万
一
未
着
の
と
き
は
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
就
学
通
知
書
は
来
年
一
月

に
発
送
予
定
で
す
。

問
合
せ
先
　
学
校
保
健
係

区
で
は
警
察
と
協
力
し
、
自
転

車
に
住
所
と
氏
名
を
書
く
運
動
を

進
め
、
モ
デ
ル
と
し
て
栗
原
自
転

車
一

鳩
を
指
定
し
ま
し
た
。

十
月
十
日
以
後
、
住
所
と
氏
名

の
な
い
自
転
車
の
置
場
利
用
を
お

断
り
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
の
で

ご
承
知
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は

、
交
通
安
全
係
ま

た
は
、西
新
井
警
察
署
へ
ど
う
ぞ
。

10月1日から

共同募金
みんなで赤い羽

根を

融資を

あっせんします

住宅修繕・宅地整備資金

住
宅
の
修
繕
や
宅
地
の
整
備
で

賢
金
が
不
足
し
、
お
困
り
の
方
に

融
賢
を
あ
っ
せ
ん
し
ま
す
。

対
象
住
宅
　
居
住
都
分
の
床
面
積

が
百
三
十
二
平
方
M
以
下
で
、

全
体
の
床
面
積
の
二
分
の
一
以

上
で
あ
る
。
た
だ
し
、
新
築
・

増
改
築
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

対
象
宅
地
　
敷
地
面
杖
が
三
百
三

十
平
方
メ
ー
ト
ル
未
膺
で
、
対
象
と
な

る
住
宅
が
建
設
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
建
替
え
の
と
き
は
、
建

替
え
後
も
居
住
す
る
。

資
格
　
▽
区
内
に
一
年
以
上
住
所

を
有
す
る

▽
区
民
税
を
完
納

▽
年
齢
が
二
十
～
六
十
四
歳

▽
連
帯
保
証
人
そ
つ
け
ら
れ
る

融
資
額
　
二
十
?
百
五
十
万
円

利
率
　
年
五
%

償
還
　
五
年
以
内
元
金
均
等
月
賦

取
扱
機
関

富
士
銀
行

足
立
價

用
金
庫

成
和
俾
用
金
庫

足

立
農
協
の
区
内
本
支
店

申
込
方
法
　
申
込一
、
住
民
票
、

納
税
征
明
書
、
工
事
見
積
書
等

を
添
付
し
て
申
し
込
む

申
込
・
問
合
せ
先
　
区
民
係

歩
い
て
散
策
す
る

千
住
宿
探
訪

区
で
は
秋
の
一
日
、
千
住
宿
の

史
跡
・
旧
跡
を
訪
ね
て
歩
く
「
千

住
宿
探
訪
」
を
行
な
い
ま
す
。

こ
の
史
跡
巡
り
に
は
「
足
立
の

史
話
1
日
光
街
道
を
た
す
ね
て
」を

執
筆
さ
れ
た
、
勝
山
準
四
郎
氏
が

案
内
と
史
跡
の
脱
明
を
し
ま
す

。

日
時
　
十
月
二
十
五
・
三
十
日

十
】
月
一
日
の
三
回
。
各
回
、

午
前
十
時
～
午
後
三
時

資
格
　
区
内
在
住
の
健
康
な
二
十

歳
以
上
の
方

費
用
　
無
料
(
昼
食
は
区
で
用
意
)

定
員
　
各
回
二
十
名
(

多
数
の
場

合
は
抽
せ
ん
)

申
込
　期
M

十
月
九
日
(
火
)

探
訪
コ
ー
ス
　
畏
円
寺
↓
氷
川
神

社
↓
本
陣
跡
↓
勝
専
寺
↓
鳥
見

屋
敷
跡
↓
(

昼
食
)
↓
源
長
寺

↓
関
屋
天
満
宮
↓
橘
井
堂
跡
↓

金
蔵
寺
(
解
敵
)

※
小
雨
決
行

申
し
込
み
は
、
電
話
ま
た
は
、

直
接
広
報
課
へ
ど
う
ぞ

狂
犬
病
の
予
防
注
射
と

飼
い
犬
の
登
録

狂
犬
病
予
防
注
射
と
飼
い
犬
の
登

録
を
左
表
の
日
程
で
行
な
い
ま
す
。

受
付
時
間
　
○
千
住
保
健
所
管
内
・
・
・

午
前
キ
時
?
正
午
　
○
足
立
保
健

所
管
内
…
午
後
一
時
三
十
分
主
二

時
三
十
分

手
数
料

登
録
料
・
=千
五
百
円

注

射
料
・
:千
二
百
五
十
円
　
注
射
済

票
交
付
料
…
三
百
円

問
合
せ
先

保
健
所
ま
た
は
衛
生
係

狂犬病予防注射と飼い犬の登録日程

掲
示
板

青
色
申
告
は

節
税
の
第
一
歩

青
色
申
告
に
は
い
ろ
い
ろ
な
特

典
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

年
の
中
途
で
開
業
し
た
方
は
二

ヵ
月
以
内
に
、
そ
の
他
は
三
月
十

五
日
ま
で
に
手
続
き
を
す
れ
ば
、

そ
の
年
か
ら
青
色
申
告
が
で
き
ま

す
。
ま
ず
気
軽
に
ご
相
談
を
。

相
談
は
、
足
立
税
務
署
(
　
(
(
(

上
(
二
四
一
)

西
新
井
税

務
署
(
　
(

四
〇
―
一
一
二
)

の
青
色
申
告
指
導
担
当
へ

。

中
高
年
齢
者
の
雇
用
を

四
十
五
歳
以
上
の
人
が
勳
く
職

揚
を
開
拓
中
で
す
。
職
業
安
定
所

の
紹
介
で
採
用
す
る
事
業
主
に
は

雇
用
開
発
給
付
金
な
ど
の
支
給
制

度
が
あ
り
ま
す
。

求
人
の
申
込
・
問
合
せ
先
　
足
立

公
共
職
業
安
定
所
(

営
(
(

二
-

匸
一
(
七
)

防
災
講
習
会

区
民
の
防
災
意
識
と
防
災
の
輪

を
広
げ
る
た
め
、
講
演
と
映
画
会

を
催
し
ま
す
。ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
十
月
十
二
日
(

金
)
　

午

後
一
時
か
ら

場
所
　
足
立
区
産
業
振
興
館
三
階

公
会
堂

演
題
　
①
都
市
と
災
害
と
人
間
　

②
火
災
か
ら
生
命
を
守
る

講
師
　
①
村
上
處

直
(
防
災
都
市

計
画
研
究
所
長
)
　

②
渡
辺
幸

次
郎
(
東
京
消
防
庁
防
災
部
長
)

映
画
　
地
震
の
驚
異

※
先
着
三
百
名
に
粗
品
進
呈

問
合
せ
先
　
千
住
消
防
署
指
導
調

査
係
(
曾
(
(
一
〒

○
一
一
九
)

ご
参
加
く
だ
さ
い

青
年
の
集
い
(
集
団
見
合
)

日
時
　
十
一
月
十
一
日
(
日
)

午
前
九
時
～
午
後
四
時

場
所
　
心
身
陣
書
福
祉
セ
ン
タ
ー

(
東
武
線
竹
の
塚
駅
東
口
徒
歩

五
分

曾
八
(
三
上
(
I

七
一
)

申
込
期
限
　
十
月
三
十
日

申
込
・
聞
合
せ
先
　
百
目
鬼
喜
一
(

〒
I
(

月
ニ
ー
ニ
四
上

一

一
〇
一
　
啻
(
(
=

〒

三
七
五

四
)

青
年
海
外
協
力
隊
員
募
集

職
種
　
農
林
、
自
動
車
盤
備
な
ど

七
十
数
種

資
格
　
満
年
齢
二
十
I

ニ
十
五
歳

の
青
年
男
女

申
込
　
十
一
月
三
十
日
ま
で
に
、

青
年
海
外
協
力
隊
事
務
局
(
〒

1
5
0
　
渋
谷
区
広
尾
四
?
一
了
二

四
)
へ
直
接
願
一

提
出

く
わ
し
く
は
、
青
少
年
係
へ

新
し
い
電
話
帳
を

お
配
り
し
ま
す

電
々
公
社
で
は
、
十
月
初
旬
か

ら
十
二
月
に
か
け
て
、
五
十
音
別

と
職
業
別
の
電
話
帳
を
希
望
さ
れ

た
方
に
の
み
配
り
ま
す
。
古
い
電

話
帳
は
回
収
し
ま
す
の
で
お
手
数

で
も
配
達
貝
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
最
寄
り
の
電
話
局

あ
な
た
も
い
も
掘
り

を
し
て
み
ま
せ
ん
か

柏
市
で
は
農
家
と
と
も
に
、
観

光
農
業
と
し
て

「
さ
つ
ま
い
も
掘

り
」
を
次
の
と
お
り
行
な
っ
て
い

ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

期
間
　
十
一
月
十
日
ま
で

場
所
　
千
葉
県
柏
市
十
余
二
地
先

費
用
　
五
株
四
百
五
十
円
(
入
園

は
無
料
)

※
掘
る
道
具
や
い
も
を
入
れ
る
袋

は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
柏
市
役
所
農
政
課
(

営
○
四
七
一
-
六
七
-
一
一

一
一
　
内
線
二
七
二
)

年
末
資
金
の

申
し
込
み
は
早
め
に

年
末
に
は
窓
口
が
大
変
混
雑
し

ま
す
の
で
、
お
早
目
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

貸
付
に
は
、
普
通
貨
付
(
一
般

中
小
企
業
の
運
転
賢
金
、
設
備
賢

金
)
・
食
品
貸
付
・
環
境
貸
付
・

恩
給
貸
付
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

普
通
貸
付
の
融
賢
額
は
千
五
百

万
円
で
す
(
特
定
の
時
は
二
千
二

百
万
円
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
国
民
金
融
公

庫
千
住
支
店
(
千
住
一
ヱ

ー六

(
(
一
-
六
一
七
五
)

足
立
魚
ま
つ
り

区
の
安
売
り
デ
ー
に
協
力
の
魚

屋
さ
ん
が
行
な
う
も
の
で
す
。

期
間
　
十
月
十
(
日
ヱ
'
十
日

販
売
品
目
　
二
品

※
五
百
円
以
上
お
買
い
上
げ
の
方

に
は
粗
品
進
呈
(
先一
百
名
)

主
催
　
関
東
水
産
物
商
業
協
同
組

合
千
住
・
西
新
井
支
部

協
賛
　
千
住
魚
市
場
卸
協
同
組
合

十
月
十
一
日
か
ら
二

十
日

は
、
秋
の
全
国
防
犯
運
動
の
実

施
期
間
で
す
。
あ
き
巣
と
ビ
ル

荒
し
の
被
害
防
止
、
自
転
車
盗

難
の
防
止
が
運
助
の
重
点
で
す
。

皆
さ
ん
も
被
害
防
止
に
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

(
千
住
・
西
新
井
・
綾
瀬
一

票
署
)

料
理
講
習
会

毎
日
主
食
に
し
て
い
る
米
を
使

っ
た
講
習
会
で
す
。

日
時
　
十
月
三
十
日
(
火
)
　
午

後
一
時
?
四
時

場
所
　
青
年
館

定
員
　
四
十
名
(
電
話
受
付
)

費
用
　
無
料

講
師
　
橋
口
政
久
(
明
治
屋
ク
。

キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
講
師
)

申
込
期
限
　
十
月
十
二
日

主
催
　
東
京
都
米
般
小
売
商
業
組

合
足
立
支
部

申
込
・
問
合
せ
先
　
消
費
生
活
係

不
用
品
の
寄
付
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

足
立
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ

の
技
能
グ
ル
ー
プ
で
は
、
家
庭
の

不
用
品
を
求
め
収
益
金
は
、
障
害

者
施
設
等
へ
寄
付
し
て
い
ま
す
。

不
用
品
受
付
日
時
　
毎
月
第
一
土

曜
日
と
第
三
木
曜
日
、午
前
十
時
～

正
午
(
雨
天
中
止
)

場
所
　

竹
の
塚
セ
ン
タ
ー
内
北
部

裲
祉
事
務
所
、
西
新
井
青
年
館

問
合
せ
先
　
千
葉
寿
美
子
(
　

九

一
九
一

七
三
九
七
)

、
小
林
一

子
(
　

八
(
七
一
五
七
四
四
)

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
ク
ー
ル
を
開
講

期
日
　
十
月
十
五
日
～
十
七
日

時
間
　
午
後
一
時
三
十
分
～
三
時

三
十
分

場
所
　
足
立
老
人
ホ
ー
ム

対
象
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
醺
勳
に
関

心
の
あ
る
方

定
員
　
五
十
名
(
費
用
は
無
料
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
足
立
老
人
ホ

ー
ム
(
　
(
八
三
一

七
九
四
六
)

S. H　235, 000


